
議会だよりだより 5月12日
2022

171No.

編集 /議会報編集委員会
発行 /川辺町議会

目　次目　次 _ 第１回定例会 _

令和４年度
当初予算成立

令和４年第１回臨時会  ������ ２
令和４年第１回定例会  ������ ２
総務委員会審査  ������������ ３
議案ピックアップ  ���������� ５
審議結果一覧  �������������� ７
議会の豆知識  �������������� ８
一般質問  ������������������ ９
議会日誌  ����������������１２
編集後記  ����������������１２



令和4年5月12日発行 2

令和４年第１回定例会が、３月４日から17日の会期で開催されました。
令和４年度各会計の当初予算（総額90億1,163万６千円）のほか、７件の条例案件を含

む計14案件を審議しました。
議会最終日では、一般会計予算を含め全６会計の新年度予算及び、その他の議案につい

て、全会一致で原案のとおり可決されました。

新年度予算は、川辺町第５次総合計画に掲げる将来像
「清流と人が織りなす活力あるまち」の実現に向け「美しく
安らぎのあるまちづくり」「誰もが安心して暮らせるまちづ
くり」「みんなで学び合うまちづくり」「快適に暮らすことが
できるまちづくり」「新たに活力をおこすまちづくり」「共に
考え行動するまちづくり」を基本方針とし、「防災・減災対
策」「子育て・教育」「移住・定住」「新型コロナ感染症対策」
を重要施策として提案され、その他の議案と合わせて１８
件が総務委員会に付託され審査が行われました。

第1回臨時会が２月２日に開催され、令和３年度一般会計補正予算１億３,406万３千円
が、全会一致で可決されました。

＊住民税非課税世帯等臨時特別給付金事業（1億282万9千円）
＊新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金負担金（90万円）
＊町道新設改良事業（2,900万円）
＊新型コロナウイルス感染症対策
   （教育施設への二酸化炭素濃度測定器配備）（133万4千円）

【新年度各会計予算】

令和４年度 会計別当初予算額

PICK
UP2

会 計 予 算 額 前 年 度 対 比

一 般 会 計 52億7,900万円 3億400万円

特
別
会
計

国民健康保険事業 9億3,390万5千円 1,793万7千円

後期高齢者医療 1億7,222万7千円 1,914万7千円

介 護 保 険 9億288万8千円 2,318万4千円

合 計 72億8,802万円 3億6,426万8千円

水 道 事 業 6億1,427万6千円 1億6,628万5千円

下 水 道 事 業 11億934万円 1億7,845万4千円

総 合 計 90億1,163万6千円 7億900万7千円

新年度当初予算を可決 第
1
回
定
例
会 【
３
月
定
例
会
議
】会
期
日
程 

３
月
４
日
～
３
月
17
日

第
1
回

臨
時
会 

令和３年度川辺町一般会計補正予算（第７号）の主な内訳
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定例会

ほ
ぼ
県
内
全
市
町
村
で
処
遇
改

善
を
行
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
ま

た
、
報
酬
水
準
に
つ
い
て
は
、
国

の
基
準
を
参
考
と
す
る
と
と
も

に
、
近
隣
市
町
村
や
、
県
下
の
状

況
を
み
て
定
め
ま
し
た
。

３
つ
の
公
園
の
内
、「
大
谷
公

園
」は
全
て
町
で
管
理
し
、「
中
野

公
園
」は
草
刈
り
を
地
元
自
治
会

に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。「
下
麻

生
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
」に
つ
い
て

65
歳
以
上
の
方
は
２
月
末
ま
で

９
割
程
度
が
終
了
し
て
い
ま
す
。

基
本
的
に
は
総
合
戦
略
で
、
人

口
減
少
に
つ
い
て
は
対
応
す
る
も

の
と
考
え
ま
す
。
具
体
的
な
予
算

で
は
、
移
住
定
住
、
関
係
人
口
の

増
を
目
指
し
て
、登
山
道
の
整
備
、

子
育
て
支
援
に
よ
っ
て
人
を
呼
び

込
む
等
、
広
く
人
口
減
少
対
策
が

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
総
合
戦
略

事
業
を
中
心
に
実
施
し
て
い
く
こ

と
が
こ
の
予
算
に
当
た
る
と
考
え

ま
す
。

AA

A

A

川
辺
町
消
防
団
員
の
定
員
、
任

免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

川
辺
町
都
市
公
園
以
外
の
公
園

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
川
辺
町
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
８
号
）に
つ
い
て

令
和
４
年
度
川
辺
町
一
般
会
計

予
算
に
つ
い
て

工事中の下麻生ふれあいパーク

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
に

つ
い
て
、
近
隣
市
町
村
の
状

況
は
ど
う
な
の
か
。
ま
た
、

報
酬
水
準
は
何
か
の
基
準
が

あ
っ
て
決
定
し
た
の
か
伺
い

ま
す
。

Q
条
例
に
定
め
ら
れ
た
３
つ

の
公
園
の
一
部
管
理
委
託
で

き
る
と
い
う
条
項
が
あ
る
が
、

委
託
す
る
内
容
を
伺
い
ま
す
。

Q

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
の
３
回
目
接
種
は
、
高
齢

者
に
つ
い
て
は
接
種
率
が
高
い

と
思
う
が
、
そ
れ
よ
り
下
の
年

齢
層
は
ま
だ
実
施
し
て
い
な
い

の
か
伺
い
ま
す
。

Q

新
年
度
予
算
に
人
口
減
少
等

対
策
事
業
費
と
あ
る
が
、
町
の

人
口
減
少
対
策
を
令
和
４
年
度

予
算
の
中
で
大
き
な
位
置
付
け

と
し
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

Q

総 務 委 員 会 審 査
3月定例会に上程された18件の議案は総務委員会に付託され、3月7日から4日間の日程

で審査が行われました。
委員会に付託された議案について、各課から説明を受け、質疑応答・必要書類の提出

を求め審査を進めました。
審査に当たっては、延べ139件余りの質疑応答が行われ、3月10日に討論・採決を行っ

た結果、一般会計予算を含め全６会計の新年度予算及び、その他の議案についてはいずれ
も全会一致で可決すべきものと決定しました。

審査における主な質疑応答は次のとおりです。

は
、
規
定
を
定
め
て
草
刈
り
、
植

栽
の
剪
定
等
を
お
願
い
す
る
予
定

で
す
。
ま
た
、
特
に「
下
麻
生
ふ

れ
あ
い
パ
ー
ク
」に
つ
い
て
は
、

地
元
で
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
有

効
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
補

助
金
を
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
65
未
満
の
方
に
随
時
発

送
し
て
お
り
、
９
月
20
日
ま
で
の

２
回
目
終
了
の
方
に
は
接
種
券
の

発
送
は
完
了
し
て
い
ま
す
。
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優
良
農
地
の
確
保
の
た
め
の
対

策
を
し
っ
か
り
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
有
害

鳥
獣
の
問
題
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
に

対
す
る
設
置
柵
の
補
助
金
を
緩
和

す
る
等
、
少
し
で
も
営
農
継
続
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
過
疎
化
等
の
課
題
が
多
い
こ

と
も
認
識
し
て
い
ま
す
。

初
期
支
援
チ
ー
ム
は
専
門
家
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
医
師
、
保

健
師
、
介
護
福
祉
士
、
認
知
症
支

援
推
進
員
、
家
族
を
含
め
、
今
後

の
支
援
等
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い

く
の
か
話
し
合
い
ま
す
。

A

償
還
期
間
は
、
据
置
5
年
、
償

還
25
年
で
、
実
質
30
年
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、償
還
金
に
つ
い
て
は
、

平
成
21
年
度
以
降
に
借
入
し
た
企

業
債
の
償
還
分
で
す
。

A

年
間
で
35
週
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
質
は
最

大
42
週
程
度
あ
る
の
で
、
多
少
学

校
、
学
級
閉
鎖
が
あ
っ
て
も
一
週

間
程
度
の
閉
鎖
は
対
応
で
き
ま
す
。

A

未
来
塾
の
対
象
者
は
中
学
生

の
要
保
護
者
、
準
要
保
護
者
※
が

中
心
に
な
り
ま
す
。
定
員
は
10
名

で
、
４
月
に
募
集
を
し
て
５
月
か

ら
３
月
ま
で
、
毎
週
土
曜
日
の
１

時
半
か
ら
３
時
半
ま
で
開
催
し
て

い
ま
す
。
教
育
支
援
で
あ
り
、
通

常
の
塾
と
は
違
い
、
全
く
勉
強
が

分
か
ら
な
い
生
徒
で
は
な
く
、
自

主
勉
強
の
中
で
支
援
を
し
ま
す
。

先
生
は
３
名
、
令
和
３
年
度
は
10

名
で
始
め
ま
し
た
が
、
２
名
が
途

中
で
退
会
し
て
い
る
状
況
で
す
。

A

調
査
費
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
で

な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

る
こ
と
や
、
列
車
の
運
行
上
安
全

施
設
を
設
け
る
等
の
検
討
も
必
要

な
た
め
、
提
示
さ
れ
た
金
額
に
な

る
こ
と
も
や
む
を
得
な
い
金
額
だ

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
面

積
に
つ
い
て
は
、１
，２
０
０
㎡
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

A

A

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
※

を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
る
課
題

や
効
果
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Q

認
知
症
の
支
援
チ
ー
ム
と

は
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行

う
組
織
な
の
か
伺
い
ま
す
。

Q

　

企
業
債
の
借
入
限
度
額
が

2
億
６,
5
5
0
万
円
と
な
っ
て

い
る
が
償
還
期
間
は
何
年
か
、
ま

た
、償
還
金
8
3
4
万
9
千
円
は
、

い
つ
の
も
の
か
伺
い
ま
す
。

Q

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
学
校
、

学
級
閉
鎖
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
授
業
の
遅
れ
等
の

対
応
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

Q
未
来
塾
に
つ
い
て
、
生
徒
数

や
内
容
、
状
況
を
伺
い
ま
す
。

Q

鹿
塩
、
神
坂
地
区
は
過
疎

化
に
よ
り
耕
作
放
棄
地
が
増

え
て
い
ま
す
が
、
こ
の
問
題

を
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。

Q
中
川
辺
駅
西
地
区
の
土
地

利
用
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
の
調

査
委
託
費
が
高
額
に
思
え
る

が
ど
う
し
て
な
の
か
、
ま
た
、

計
上
さ
れ
て
い
る
用
地
取
得

費
は
ど
の
ぐ
ら
い
の
面
積
に

な
る
の
か
伺
い
ま
す
。

Q

中川辺駅

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
導

入
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
現

在
は
町
内
の
普
及
率
が
約
42
％
で

す
が
、
国
の
施
策
と
し
て
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
を

町
と
し
て
も
積
極
的
に
推
進
し
、

1
0
0
％
に
近
い
普
及
率
に
な

り
、
多
く
の
方
が
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
れ
ば
、
役

場
窓
口
で
の
負
担
軽
減
や
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
等
、
費
用
対
効
果

は
上
が
っ
て
く
る
と
考
え
ま
す
。

A?
「
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
」

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利

用
し
て
、
本
人
確
認
を
行
い
、

コ
ン
ビ
ニ
の
端
末
で
、
各
種
証

明
書（
住
民
票
の
写
し
・
印
鑑

登
録
証
明
書
・
各
種
税
証
明
書

等
）を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

る
サ
ー
ビ
ス

?
「
要
保
護
者
・
準
要
保
護
者
」

要
保
護
者
・
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
方
、
準
要
保
護
者
・
生
活

保
護
に
準
ず
る
程
度
に
困
窮
し
、

援
助
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
方

令
和
４
年
度
川
辺
町
水
道
事
業

会
計
予
算
に
つ
い
て



かわべ議会報　第171号5

議案ピックアップ

　定例会で審議された案件の中
から、人事案件1件、条例案件7
件、各会計補正予算をピックア
ップして詳しく説明します。案

議

川辺町都市公園以外の公園の設置及び管理に関する条例の制定 
地方自治法第244条の2第1項（公の施設の設置及び管理に関する事項は条例で規定）に基づき、条例を

制定しました。（対象となる公園：下麻生ふれあいパーク・大谷公園・中野公園）

川辺町非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を
改正する条例 

これまで規則で規定していた、スポーツ推進委員、産業医等の報酬を地方自治法第203条の2第5項の
規定に基づき条例で規定するため、町条例の一部を改正しました。

川辺町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 
人事院勧告（令和3年度）に準拠して町職員の給与改正等と併せて関係条例の一部を改正しました。

川辺町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 
育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律等の改正の趣旨

を踏まえ、男女ともに仕事と育児の両立を実現する環境を整備するため、町条例の一部を改
正しました。

人権擁護委員
現人権擁護委員 小

お

縣
がた

玲
れい

子
こ

氏の任期が6月30日で満了となるため、引き続き推薦することに全会一致
で適任と答申しました。

任期：令和4年7月1日から令和7年6月30日（3年）

人事案件PICK UP1

条例案件PICK UP2
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議案ピックアップ

【その他特別会計補正状況】

令和3年度一般会計補正予算（第8号）の内容

一般会計では、追加の財政需要に対する予算の補正が行われました。

各会計補正予算PICK UP3

◆歳出
・ふるさと川辺応援事業（▲1,536万9千円）
・減債基金積立金（5,066万8千円）
・まちづくり基金積立金（2,001万円）
・やすらぎの家管理運営経費（▲566万7千円）
・いきがい基金積立金（5,010万7千円）
・児童手当給付事業（▲1,018万5千円）
・こども園施設設備改修事業（▲508万7千円）

・環境整備基金積立金（5,000万3千円）
・町道新設改良事業（▲1,277万円）
・下水道事業補助金（▲2,703万5千円）
・小中学校校外学習補助金（▲600万円）
・小学校建設基金積立金（1億4,109万8千円）
・公民館施設整備改修事業（▲1,702万9千円）

川辺町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例 
非常勤消防団員の報酬等の基準（消防庁長官）に基づき、地域防災の要である消防団員の処遇改善を目的

に報酬、手当、費用弁償の見直しを行うため、町条例の一部を改正しました。

川辺町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 
年金制度の機能強化のための国民年金法等の改正に伴い、年金等を担保とする貸付事業

が令和4年3月31日をもって終了となります。これにより、傷病補償年金等を担保に供す
る場合の例外規定を削るため、町条例の一部を改正しました。

会 計 名 補 正 額
国民健康保険事業 2,009万4千円

介護保険 711万4千円

下水道事業

（収益的収入） ▲619万9千円

（収益的支出） ▲672万7千円

（資本的収入） ▲5,168万2千円

（資本的支出） ▲5,839万3千円

川辺町個人情報保護条例の一部を改正する条例 
デジタル社会形成整備法の施行に伴い、町条例が引用している「個人識別符号の定義」の法律名称等を改

めるため、町条例の一部を改正しました。

◆歳入
・町民税個人（1,279万5千円）
・固定資産税（1,429万6千円）
・法人事業税交付金（561万円）
・地方消費税交付金（1,216万1千円）
・普通交付税（9,451万円）
・児童手当負担金（▲792万9千円）

・普通財産売払収入（534万円）
・ふるさと川辺応援寄付金（▲3,000万円）
・繰越金（6,548万2千円）
・町債：中央公民館非構造部材耐震改修事業
 （▲740万円）
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審議結果一覧

件　　　　名 採決状況
（賛成：反対） 結果

人権擁護委員の候補者の推薦について 賛成 7：反対 0 適任

町道路線の認定 賛成 7：反対 0 可決

川辺町都市公園以外の公園の設置及び管理に関する条例の制定 賛成 7：反対 0 可決

川辺町非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改
正する条例 賛成 7：反対 0 可決

川辺町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 賛成 7：反対 0 可決

川辺町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 賛成 7：反対 0 可決

川辺町個人情報保護条例の一部を改正する条例 賛成 7：反対 0 可決

川辺町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正
する条例 賛成 7：反対 0 可決

川辺町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 賛成 7：反対 0 可決

令和３年度川辺町一般会計補正予算（第８号） 賛成 7：反対 0 可決

令和３度川辺町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） 賛成 7：反対 0 可決

令和３年度川辺町介護保険特別会計補正予算（第４号） 賛成 7：反対 0 可決

令和３年度川辺町下水道事業会計補正予算（第４号） 賛成 7：反対 0 可決

令和４年度川辺町一般会計予算 賛成 7：反対 0 可決

令和４年度川辺町国民健康保険事業特別会計予算 賛成 7：反対 0 可決

令和４年度川辺町後期高齢者医療特別会計予算 賛成 7：反対 0 可決

令和４年度川辺町介護保険特別会計予算 賛成 7：反対 0 可決

令和４年度川辺町水道事業会計予算 賛成 7：反対 0 可決

令和４年度川辺町下水道事業会計予算 賛成 7：反対 0 可決

ロシアのウクライナ侵攻に抗議する決議 賛成 7：反対 0 可決

令和４年第１回定例会審議結果

こんなことが決まりました。
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審議結果一覧

定例会最終日に、次の決議書が提出され、
採決の結果、全会一致で可決されました。

ロシアのウクライナ侵攻に抗議する決議決議書

去る２月24日、ロシアはウクライナへの侵攻を開始した。その後、首都キエフへの攻撃を開始
するなど、ウクライナ全土への軍事攻撃を行っている。

このような軍事力を背景とした一方的な現状変更は、明らかな国際法違反であり、国際秩序の
根幹を揺るがすもので断じて容認できない。

よって、川辺町議会は、ロシアによる軍事的暴挙に対し、抗議と非難の意を強く表明するとと
もに、即時攻撃を停止し、ロシア軍の完全撤退を強く求めるものである。

以上、決議する。

令和４年３月17日
川辺町議会

ロシアによる軍事侵攻により、ウクライナ国内では多くの犠牲者が出ており、著しい治安情勢
の悪化で、人々が生命の危機に直面しています。

そこで川辺町議会は、３月１７日（木）の『ロシアのウクライナ侵攻に抗議する決議』に併せて、
全議員８名で５万円を在日ウクライナ大使館へ寄付しました。

「人権擁護委員」ってなに？

「決議」ってなに？

人権擁護委員は、地域の皆さんから人権相談
を受け、問題解決のお手伝いをしたり、人権侵
害から被害者を救済したり、地域の皆さんに人
権について関心を持っていただけるように啓発
活動を行ったりしています。

人権擁護委員は、法務大臣から委嘱され、全
国の各市町村に配置されています。

決議とは、政治的効果をねらい、議会の意思
を対外的に表明するために行われる議決のこと
です。

町の公益に関するものであれば、幅広い事案
に関して決議することができます。

議
会

ま

め
知

識

川辺町議会からウクライナへの人道支援（支援金）について
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定例会一般質問

　

３
小
学
校
統
合
に
つ
い
て
次
の
３

点
に
つ
い
て
教
育
長
の
お
考
え
を
お

尋
ね
し
ま
す
。

①
目
指
す
教
育
の
柱
は
何
で
す
か
。

②
小
中
一
貫
校
を
ベ
ー
ス
に
考
え
て

い
ま
す
か
。
そ
の
場
合
、
従
来
の
小

中
学
校
と
の
相
違
点
は
何
で
す
か
。

③
施
設
の
計
画
は
い
つ
頃
ま
と
ま
る

予
定
で
す
か
。

　

次
に
町
長
に
３
つ
の
学
校
跡
地
の

活
用
に
つ
い
て
２
点
伺
い
ま
す
。

①
３
つ
の
学
校
跡
地
の
具
体
的
な
活

用
構
想
は
あ
り
ま
す
か
。
ま
た
、
い

つ
頃
ま
で
に
具
体
的
な
検
討
を
始
め

ま
す
か
。

②
跡
地
活
用
に
可
茂
地
区
の
広
域
公

共
施
設
と
し
て
、
高
齢
化
時
代
に
対

応
す
る
軽
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
を
計
画

す
る
考
え
は
な
い
で
す
か
。

ま
た
、
東
小
学
校
跡
地
は
、
飛
騨
川

を
活
用
し
た
観
光
拠
点
と
し
、
利
用

者
が
一
日
川
辺
で
過
ご
せ
る
よ
う
な

施
設
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
が
、
町
長

の
プ
ラ
ン
は
あ
り
ま
す
か
。

QA
（
教
育
長
）①『
知
・
徳
・
体
』の
３
本

柱
で
す
。
現
代
社
会
を
生
き
抜
い
て

い
く
た
め
の「
生
き
る
力
」の
育
成
を

A

町
長
・
３
小
学
校
の
場
所
の
特
性
を
生
か
し
て
検
討
し
ま
す

教
育
長
・「
生
き
る
力
」を
柱
に
考
え
て
い
ま
す

目
指
す
教
育
の
柱
と
、跡
地
利
用
に
つ
い
て

1一般質問

町
長
・
教
育
長

市
原 

敬
夫
議員

柱
に
お
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
本
計
画
は
、
小
中
一
貫
教
育
の
実

現
を
目
指
し
、
計
画
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

校
内
生
活
に
お
け
る
人
間
づ
く
り

の
形
成
と
、
将
来
的
な
学
力
向
上
に

期
待
し
て
い
ま
す
。

③
令
和
５
年
度
中
を
目
途
に
、「
施

設
・
設
備
・
教
室
等
を
考
え
る
部
会
」

設
置
を
考
え
て
お
り
、
そ
こ
で
、
よ

り
深
く
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
町
長
）①
具
体
的
な
活
用
案
は
決
ま

っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
令
和
７
年
度
ま

で
に
は
、青
写
真
を
描
き
、そ
の
後
、

開
設
予
定
の「
跡
地
利
用
を
考
え
る

部
会
」で
具
体
的
な
検
討
、
計
画
を

明
確
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
町
民
の
皆
様
が
期
待
さ
れ
る
ス
ポ

ー
ツ
施
設
も
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

東
小
学
校
は
ダ
ム
湖
周
遊
、
里
山

へ
の
案
内
所
、
か
つ
て
検
討
し
た
道

の
駅
等
の
有
効
活
用
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

西
、
北
小
学
校
に
つ
い
て
は
そ
れ

ぞ
れ
の
特
性
を
充
分
に
生
か
し
た
活

用
案
を
策
定
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一　般　質　問今 聞 き た い
こ ん な こ と

質問番号 議員名 内　　容

1 市
いち

原
はら

  敬
たか

夫
お

 議員 小学校統合計画と跡地利用

2 古
ふるかわ

川  政
まさひさ

久 議員
会計年度任用職員制度導入に当たっての対応状況　　
及び諸課題について

3 櫻
さくら

井
い

  芳
よし

男
お

 議員 災害対策について

4 瀬
せ

尾
お

  俊
としはる

春 議員 中川辺駅西地区周辺整備事業について

※質問順に掲載質問事項一覧

皆さんの生活に関わる大切な内容について、町議会議員が町政に関わる全てのこと
を問いただし、執行部の公式見解を引き出すことができる機会であり、住民からの
重大な関心と期待をもたれる議員活動の１つです。 

「一般質問」とは？?

紙面の都合上、一般質問と答弁を要約してあります。全文は、町ＨＰに
議事録を掲載しておりますので再質問と併せてご覧ください。

https://www.kawabe-gifu.jp/
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定例会一般質問

　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
つ
い
て

次
の
６
点
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

①
任
用
期
間
更
新
の
上
限
、
年
齢
制
限

等
の
採
用
条
件
は
あ
り
ま
す
か
。

②
募
集
方
法
や
、
給
与
及
び
退
職
手
当

昇
給
制
度
等
の
状
況
に
つ
い
て
。

③
退
職
し
た
正
職
員
に
対
し
て
も
本
制

度
は
採
用
さ
れ
ま
す
か
。
そ
の
際
に
、

退
職
後
の
意
向
調
査
等
を
行
っ
て
い
ま

す
か
。

④
事
務
職
は
、
仕
事
量
を
把
握
し
、
適
正

な
採
用
及
び
配
置
を
し
て
い
ま
す
か
。

⑤
財
政
負
担
が
、
制
度
導
入
の
前
後
で
は

ど
の
程
度
の
増
加
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

ま
た
、
川
辺
町
定
数
条
例
に
、
会
計
年

度
任
用
職
員
及
び
再
任
用
職
員
の
定
数

を
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

⑥
退
職
し
た
正
職
員
は
、
65
歳
以
降

に
、
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
任
用

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

①
令
和
２
年
度
に
、
「
川
辺
町
地
域

防
災
計
画
」
、
「
川
辺
町
第
５
次
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
」
が
策
定
さ

れ
、
令
和
３
年
度
に
は
「
川
辺
町
国

土
強
靭
化
計
画
」
も
策
定
さ
れ
ま
し

が
、
机
上
で
の
役
割
分
担
、
対
応
方

法
は
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

こ
れ
が
現
実
に
計
画
ど
お
り
機
能
す

る
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
ま
で
の
川
辺
町
総
合
防
災
訓

練
で
も
、
あ
ま
り
に
も
現
実
離
れ
し

た
も
の
と
し
か
思
え
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
を
ど
う
受
け
止
め
て
、

今
後
ど
う
し
て
い
く
の
か
お
尋
ね
し

ま
す
。

②
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
、
活
断
層
に

よ
る
地
震
等
が
起
き
た
際
、
川
辺
町

で
の
被
害
が
比
較
的
少
な
く
、
町
外

か
ら
避
難
の
受
け
入
れ
依
頼
が
あ
っ

た
場
合
は
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
す

る
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

①
更
新
回
数
の
上
限
は
2
回
で
、
通
算
で

３
年
間
で
す
。
３
年
間
の
任
用
後
は
、
公

募
を
行
い
、
改
め
て
任
用
さ
れ
る
場
合

は
あ
り
ま
す
。
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
採
用
条
件
は
あ
り
ま
す
。

②
募
集
は
、
区
長
配
付
や
町
Ｈ
Ｐ
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
等
に
て
行
っ
て
い
ま
す
。

職
種
は
、
各
部
署
に
お
い
て
必
要
な
職

①
「
地
域
防
災
計
画
」
等
は
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
、
項
目
を
包
括
的
に
網
羅

し
た
も
の
で
、
全
て
を
現
実
的
に
機

能
さ
せ
る
に
は
多
く
の
課
題
が
ご
ざ

い
ま
す
。

　

大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、

上
限
や
採
用
条
件
は
あ
り
ま
す
。ま
た
、公
募
に
よ

っ
て
募
集
し
ま
す

「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」が
最
大
限
に
機
能
す
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

会
計
年
度
任
用
職
員
の
任
用
期
間
更
新
の
上
限
、

採
用
条
件
、募
集
方
法
等
に
つ
い
て

各
種
防
災
計
画
は
具
体
的
に
機
能
す
る
の
か

2一般質問

3一般質問

総
務
課
長

総
務
課
長

古
川 

政
久
議員

櫻
井
芳
男
議員

Q

Q

A

A

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
は

「
自
助
」、「
共
助
」、「
公
助
」が
そ
れ
ぞ

れ
最
大
限
に
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。「
公
助
」は
、
土
砂
災
害
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新
等
に
よ
る
危
険

地
域
、
箇
所
の
周
知
・
啓
発
、
避
難
所

の
機
能
強
化
、
備
蓄
品
の
充
実
、
災
害

資
器
材
の
整
備
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
自
助
」と「
共
助
」は
、
こ
れ
ら
を
町

民
の
皆
様
に
伝
え
、
浸
透
さ
せ
、
事
前

の
備
え
や
避
難
行
動
に
繋
げ
て
い
く
か

が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

地
域
自
治
会
へ
の
出
前
講
座
等
、
防

災
意
識
の
向
上
を
図
る
活
動
や
、
啓
発

活
動
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立
と
財
政

支
援
等
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、

更
に
町
民
の
皆
様
に
伝
わ
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

②
川
辺
町
は
、
可
茂
地
域
、
県
及
び
県

内
市
町
村
間
で
災
害
時
相
互
の
応
援
協

定
の
締
結
で
、
物
資
の
提
供
・
斡
旋
、

被
災
者
の
救
助
や
、
被
災
者
の
受
入
れ

に
関
す
る
こ
と
等
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
近
隣
市
町
村
間
に
お
け
る
災

害
発
生
時
の
被
災
者
の
相
互
受
入
れ
は

で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

種
を
区
分
し
て
い
ま
す
。

　

給
与
は
、
条
例
で
規
定
し
て
お
り
、
退

職
手
当
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
が
対
象
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
人
事
院
勧
告
に
よ
り
給
料

は
改
定
さ
れ
ま
す
。

　

昇
給
制
度
は
、
勤
務
時
間
の
区
分
に
よ

り
、
昇
給
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
募
集
は
公
募
で
、
退
職
し
た
正
規
職
員

を
公
募
せ
ず
会
計
年
度
任
用
職
員
に
任
用

は
し
ま
せ
ん
。
退
職
時
の
任
用
に
関
す
る

意
向
調
査
も
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

④
業
務
量
の
増
加
等
、
所
属
長
か
ら
の
相

談
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
適
正
な
人
材

を
任
用
し
て
配
置
し
て
い
ま
す
。

⑤
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
導
入
前
後

の
財
政
負
担
は
、
人
数
で
４
人
増
加
し

た
こ
と
を
含
め
、
報
酬
等
の
人
件
費
で

２
千
万
円
程
度
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

現
時
点
で
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の

定
数
を
条
例
で
定
め
る
予
定
あ
り
ま
せ
ん

が
、
国
・
県
や
他
の
自
治
体
の
状
況
を
研

究
し
、
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑥
退
職
し
た
正
規
職
員
の
中
で
会
計
年
度

任
用
職
員
と
し
て
任
用
し
て
い
る
職
員
は

５
名
い
ま
す
が
、
65
歳
以
降
の
正
規
職
員

の
処
遇
と
し
て
制
度
化
し
て
い
る
も
の
で

は
な
く
、
公
募
に
よ
り
面
接
等
の
採
用
手

続
き
を
経
て
任
用
し
て
い
ま
す
。
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中
川
辺
駅
西
地
区
周
辺
整
備
事
業

計
画
に
つ
い
て
、
次
の
３
点
に
つ
い

て
お
尋
ね
し
ま
す
。

①
駅
西
地
区
の
開
発
の
目
的
、
方
向

性
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
住
宅
開

発
等
ど
の
よ
う
な
機
能
を
持
た
せ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

②
こ
の
開
発
に
伴
う
財
政
負
担
と
し

て
、
国
、
県
か
ら
の
支
援
策
は
あ
り

ま
す
か
。
ま
た
、
費
用
対
効
果
を
ど

の
よ
う
に
み
て
い
ま
す
か
。

③
当
面
す
ぐ
に
も
着
手
で
き
そ
う
な

の
が
、
高
山
線
の
下
り
列
車
を
利
用

す
る
高
齢
者
の
た
め
の
駅
西
改
札
の

新
設
と
、
駅
西
地
区
の
西
小
児
童
の

通
学
に
高
架
橋
を
使
え
る
よ
う
に
す

る
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
が
、
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

①
開
発
の
目
的
は
、
１
．
周
辺
住
民

や
児
童
生
徒
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
の
道
路
・
踏
切
等
の
改
良
整
備
、

２
．
定
住
促
進
を
目
的
と
し
て
中
川

辺
駅
に
隣
接
と
い
う
立
地
条
件
を
生

か
し
た
駅
西
改
札
口
、
自
由
通
路
の

設
置
と
周
辺
整
備
を
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
方
向
性
と

定
住
促
進
等
を
目
的
と
し
、中
川
辺
駅
に
隣
接
し
た

立
地
条
件
を
生
か
し
た
住
環
境
を
目
指
し
ま
す

中
川
辺
駅
西
地
区
周
辺
整
備
事
業
の
目
的
や
方
向
性
は

4一般質問

基
盤
整
備
課
長

瀬
尾 

俊
春
議員

QA

※日程は都合により変更となることがあります。

一般質問の様子をＣＣネットで放映しています。放映予
定日は、定例会最終日以降の土曜日と日曜日です。具体的
な日程等は、ケーブルテレビの地域情報番組で案内されま
す。皆さん是非ご覧ください。

議会を動画で見よう

新型コロナ感染防止対策のため、本会議・委員会の傍
聴の際はマスクの着用と手指の消毒をお願いしていま
す。また、傍聴希望者が多数の場合は、入場制限をさせ
ていただく場合がありますのでご了承ください。

議会を傍聴しよう

次 回 第2回定例会の予定
 ６月７日 定例会(初日）
 ８日 総務委員会
 ９日 総務委員会
 10日 総務委員会
 16日 定例会 (最終日）
  一般質問

お 知 ら せ

川辺町議会では、議会の開催に向けて、議場内等での新型コロナウイル
ス感染症予防のために対策を行っています。

検温・手指消毒やマスクの着用。飛沫防止のため、議場・委員会室に
アクリル板を設置。会議中は、適宜休憩を取り議場の扉を開けて換気を行い、
また議員席・傍聴席は隣り合う席を空けることで「密閉、密集、密接」の
3密を防ぎ、新型コロナウイルス感染の拡大防止に努めています。

議場・委員会室で新型コロナウイルス
感染症予防対策を実施

引き続き

機
能
に
つ
い
て
は
、
住
む
人
の
望
む
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
実
現
、
将
来
的
に
も

広
が
り
の
あ
る
生
活
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
環
境

づ
く
り
を
、
住
民
の
皆
様
と
と
も
に
行

政
全
体
で
目
指
し
ま
す
。

②
財
政
支
援
は
、
道
路
・
踏
切
改
良
に

は
、
国
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

を
、
駅
西
広
場
等
交
流
施
設
は
、
岐
阜

県
清
流
の
国
ぎ
ふ
推
進
補
助
金
等
を
視

野
に
入
れ
有
効
に
活
用
し
ま
す
。
費
用

対
効
果
は
、
町
の
将
来
人
口
展
望
と
し

て
、
２
０
４
０
年
に
９
，１
０
０
人
、

２
０
６
０
年
に
は
８
，１
０
０
人
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
駅
を
中
心
と

し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
と
い

う
観
点
か
ら
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効

率
化
が
図
ら
れ
、
財
政
面
の
効
果
も
期

待
さ
れ
ま
す
。

③
駅
西
改
札
口
と
自
由
通
路
新
設
で
す

が
、
事
業
計
画
で
は
、
そ
の
た
め
の
調

査
費
を
J
R
東
海
に
委
託
す
る
必
要
が

あ
り
、
令
和
４
年
度
事
業
と
し
て
予
定

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
町
と
し
て
も
早

期
に
実
施
し
て
い
く
考
え
で
す
。
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川
辺
町
議
会
は「
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
侵
攻
に
抗
議
す
る
決
議
」を

し
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
で
、
あ
ら

ゆ
る
動
画
を
一
瞬
で
世
界
中
が
目
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
時
代
に
突
入
し
ま
し

た
。
テ
レ
ビ
や
S
N
S
を
通
じ
て
、
戦

場
に
お
け
る
被
害
状
況
を
見
る
た
び

心
が
痛
み
ま
す
。
国
外
へ
の
逃
避
は

５
百
万
人
を
超
え
、
ロ
シ
ア
軍
の
無
差

別
破
壊
で
帰
る
家
が
無
く
な
る
悲
惨
さ

は
目
に
余
り
ま
す
。
国
連
で
も
2
度
の

人
道
決
議
案
の
採
択
が
あ
り
、
ロ
シ
ア

の
国
際
的
孤
立
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い

ま
す
。
ロ
シ
ア
国
内
で
は
声
を
上
げ
に

く
い
現
状
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
ロ
シ
ア

を
離
れ
て
国
外
に
住
む
ロ
シ
ア
人
作
家

ら
も
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

プ
ー
チ
ン
大
統
領
に
独
裁
を
許
し
て

し
ま
っ
た
。「
プ
ー
チ
ン
の
ロ
シ
ア
」は
、

私
た
ち
を
代
表
す
る
政
府
で
は
な
い
。

最
も
重
要
な
ダ
メ
ー
ジ
は
、
ロ
シ
ア
に

与
え
ら
れ
た
。「
正
常
な
ロ
シ
ア
」を
早

く
取
り
戻
そ
う
。

日
本
で
は
、
す
ぐ
に
参
議
院
選
挙
が

あ
り
ま
す
。
人
は
政
治
に
無
関
心
に
な

り
が
ち
で
す
が
、
政
治
と
人
の
生
活
は

一
体
で
す
。
是
非
選
挙
で
は
皆
様
の
大

切
な
一
票
を
投
じ
て
く
だ
さ
い
。T

・
S

２日 ・臨時議会
・議会運営委員会
・議会行政連絡会議

９日 議会行政連絡会議

18 日 可茂町村議会議長会

21 日 議会行政連絡会議

25 日 議会運営委員会

４日 ・定例会（初日）
・可茂地域一部事務
　組合議会定例会

６日 岐阜県自衛隊入隊・
入校予定者激励会

７日 総務委員会

８日 総務委員会

９日 総務委員会

10 日 総務委員会

17 日 定例会（最終日）

23 日 岐阜県町村議会議長会
評議員会

30 日 議会報編集委員会

３日 ※消防入退団式

５日 ※各こども園入園式

７日 ※小中学校入学式

11 日 議会報編集委員会

15 日 町長と議会との意見
交換会

19 日 議会報編集委員会

※印は、新型コロナウイルス感染症予防のため、
規模縮小等になった催事です。


